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合気道の精髄ともいえる「合気」の状態について、それをかける側、かけられる側双方

の重心や荷重を実験的に測定することで、運動力学的な解明を試みた。あわせて技をかけ

られる側の身体感覚（内受容感覚）について MAIA 日本語版を用いて調べ、合気を用いた

技を受けたときの重心動揺の変化との相関について検討した。 

合気道は日本独自に発展した武道で、その際立った特徴の 1 つが専守防衛という点であ

る。稽古は 2 人組を基本とし、一方が【受け】、一方が【取り】となって、指導者の技を模

倣する型稽古を行う。最初に攻撃または制圧を試みるのは【受け】で、これを【取り】が

捌いて「崩し」や「投げ」、「固め」などの技をかける。もう 1 つが合気とか呼吸力と呼ば

れるもので、単に無駄な力を使わず物理的に効率良く相手を制するのではなく、身体的な

接触を通じて【取り】が【受け】を無力化し、本人の意思とは無関係に身体が動き出し、

自らバランスを崩してしまうような状態を指す。この合気については、自在に使いこなせ

る武道家が限られることもあり、いまだ科学的な分析や説明がなされていない。 

実験では【取り】として合気道の熟達者 2 名、【受け】として合気道未経験の初心者 14

名の協力を得た。技は最も単純な「合気下げ」とし、【受け】は直立した状態で肘を直角に

曲げ、両手を腰の高さの前方に差し出し、掌を上方に向ける。これに対して【取り】は自

分の掌を【受け】の掌に軽く載せ、合気をかけた上で、最後は崩し（下方への誘導）を行

う。本実験ではこの技を意識的に独立（Ⅰ）、接触（Ⅱ）、合気（Ⅲ）、崩し（Ⅳ）の 4 つの

相に分けて行い、その際の双方の重心および床面への垂直荷重を経時的に記録した。なお

【取り】は【受け】1 人あたり 5 回の技をかけるが、そのうち 2 回は合気相を省いて物理

的な力のみによる崩しを行い、これを対照群とした。各相への移行のタイミングは、【受け】

から見えないようにしつつ、随時、実験者から【取り】に指示した。重心および垂直荷重

の測定には家庭用ゲーム機の付属デバイスとして市販されている Wiiバランスボードを使

用し、記録と分析には兵頭勇己（2018）作成のソフトウエア、WBBSS Ver 2.1 および

WBBSS_Analysis Ver1.1 を使用した。なお実験に先立って【受け】被験者の身体感覚につ

いて、MAIA 日本語版（内受容感覚への気づきの多次元的アセスメント）を用いて調べた。

また実験では、計 10 回の試行ごとにその感想を自由記述してもらった。 

 実験および分析の結果、まず現象面として、合気によって【受け】の身体は、その重心

の動きが緩慢になり、少しずつ前方に引き出されることが分かった。ただし【受け】は、

事後的にその動きに気づくことはあっても、【取り】に合気をかけられた瞬間については意

識できないようである。そして崩しに入ると、垂直方向の力が加えられるわずか（0.07 秒）

前に、【受け】の重心の前方への動きが加速することも分かった。そしてこの現象は、技を

かけられる【受け】の内受容感覚と相関しており、要約すれば心身が乖離せずに結びつい

ている人、そしてそれを言葉で表現できる人ほど、合気はかかりやすいようである。以上

の知見は、すべて合気道をほぼ未経験の被験者たちによって得られたものであり、この合

気という不思議な現象が、弟子たちの自分の師に対する一種の忖度によって生じるもので

はないことも明らかになった。 

合気というものの本質やその全体像を想像したとき、本研究で明らかになったのは、そ

のほんの一端に過ぎない。しかし合気がその現象面および心身の相関の面から科学的に検

証できるようになることで、いよいよそれらの問題を本格的に究明することも可能になる。

本研究はその端緒となることを期するものである。
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